






















































































































1. 対象所属校仁|コ学音I~ 48名(事例生徒 131=，) 




































































脳性まひの児童を対象に I~I 己教育力を育成するための指導を行った。対象児が I~I 分の生活上の課題を学校や家庭の
身近な生活の場から見つけ、課題を改善するために主体的に活動し、自分で評価、改善する学習に取り組んだ。その
結果から対象児の達成できた点と課題となるj去を明らかにした。
キー・ワード:脳性まひ、自己教育力、自立活動
1 E3的
肢体不自由のある児童生徒が地域や社会へと生活のj坊
を広げ、その仁1=で自分の瀬いや希望を実現させていくた
めには、 1守来こうありたいと願う自分"と“今の自
分"と問にどの程度の差異が生じ、自分のどこに課題が
あるのか理解できるとよしエ。その上で、自分の課題と
しっかり向き合い、そうした課題を主体的に改善しよう
とする意欲や態度(自己教育力)を身につけていくこと
が大切である。それには、学校や家庭など身近な生活の
場からこうした力を身につけていく経験を積み重ねる必
要がある。
そこで、本i)f-究では、対象?と(小5男子 l名脳性ま
ひ児)が自分の生活の場から自分で課題を見つけ、その
課題を改善するために主体的に活動し、自分で評価を行
うことを通して、イ可が達成できて、何が課題として残さ
れたのか明らかにしたいと考えた。
丑方法
先行liJIヲE(安藤 1992)の「指導モデルJを参考に学習
を展開し、自立活動に位置づけて行った。対象児は「自
立活動の1寺1司」の中で、活動したことの成果と課題を教師
と確認した。その|努の発言内容から達成できた点と課題
となる点をi明らかにした。
盗結果
1 授業計画の作成
( 1 )実態把握(面接部査及びSD法)
面接調査では、過去(小 1)・現在(小 5)・未来(仁1=
1)において「どんな自分であったかj等を質問し、受
容と拒否を開いた。「なりたい自分jは未-来、「なりた
くない自分」は現在であった。 SD法では、 29の尺度
を用いて評定を行い、自分の感'情的なイメージを測定
した。"はやいーおそい"、“つかれにくい一つかれや
すい"の項目で f今の自分」と「思想の自分」との間
に、また「今の自分Jと「重要な他者(担任)から見
た自分jとの|穏に大きな差呉が雑認された。これらを
もとに教師は対象児の諜題を整理Iし、対象児が理解し
やすいよう図解化し提示した。
( 2 )目標設定
対象児は、提示された自分の~~Hmを理解し、理想と
する自分(友達と楽しく会話している自分、部活動に
励んでいる自分、寄宿舎で自立した生活を送っている
自分)に近づくために教仰と話し合いながら長期目標
(人前で緊張しない、身体をほぐし体力をつける、
i主IIJ を意識して生活する)を設定した。そして、長期 I~l
擦を達成するために具体的にどんなことを解決すれば
よいか考え短期目標を設定した。
2 学習の実践及び結果と考察
( 1 )学習の実践
対象児の実態を踏まえ、先を克通して活動するには
1 伺が適切と考え、 1週間ごとに活動したことを教
師と振り返るようにした。対象児は目標達成に向けて
8週間活動した。
( 2 )学習の結果
1 週間j舌勤したことを教mljと振り返り、自己評価、
重要な他者から見た詳1iliの2点から 1-0できたJ10 
ほほできたJ1ムあまりできなかったJ1 xできなかっ
た」の 4つの尺度で評価した。 自己評1ilが高く表れた
活動とf氏く表れた活動をよi兄り j二げ、自立j舌[1))における
評価の観点を「意欲J1態度Jとし、特徴的な場面を
I~I に表した。
。
?
?
?
N 考察
対象児の発言内容から、達成できた点と課題となる
点についてまとめることができた。
ア 対象児の達成できた点
(ア)学習の手}I震を理解できた。教Ji:mの支援により、
自分の課題を解決していくための考え方や方法
が分かった。
(イ)教f:ijJが対象児の発言を促すことによって、自分
の活動を振り返り、許可iljすることができた。自
分に変化が感じられると積極的に諮る枝子がみ
られた。
(ウ)できなかった原因を考え、どう改善していけば
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よいか考えることができた。
イ 対象児の課題となる点
(ア)自分自身を客観的に捉えることに難しさがみら
れた。まだ、自分の内面を見つめること(対
話)は難しく、教師に支援され、語りながら自
分の行動がどうであったか気づいていく段階で
あることが分かった。
(イ)先を見通して活動することに難しさがみられ
た。 1週間先にどうなっていたいか。この活動
が将来どんな意味を持つのか見通すことが難し
く、今週の課題を次避の活動に生かすことに離
しさカヲあった。
卒業後の生活からみた自立活動の指導に関する一考察
-卒業生(重度・重複障害者)の事例調査を通して一
千葉県立銚子特別支援学校根本浩晃(指導教員:安藤 隆男)
本研究は、卒業生(重度・重複障害者)が在学中に学習した自立活動の指導について、保護者との面接調査を実施
し、在学中の通知票と!児らし合わせて、どのようなことを卒業後の生活に生かしているか、または課題となっている
かを明らかにした。そこから、卒業後の生活からみた自立活動の指導に関して重要な点について、 I~I 立活動の各区分
にそって再確認すべきことを提案事項としてまとめることができた。
キー・ワード:卒業後の生活，自立活動，重度・重複障害
I 目的
近年、特別支援学校では、 i箪害の重度・重複化の3J[;1犬
により、自立活動の指導の充実は一層求められている。
その中で、長期的な視点からみた指導の必要性が言われ
ている。本砂r究では、卒業生(重度・重複障害者)の生
活の様子を調べて、その卒業生が在学中に学習した自
活動(養護・訓練)の指導について、ととのようなことを
ヨゴ舌に ~I:.均、しているのカ\または訊:jtきとなっているのか
を明らかにしたいと考えた。そして、卒業後の生活から
みた自立活動の指導に関して重要な点を探り、今後取り
組むべきことを提案することとした。
E 方法
対象とした卒業生は8名で、その保護者の方に商接誠
査を実施した。実態としては、姿勢変換や座位保持が自
力で難しい程度の方から、介助があれば立つ、歩くこと
が可能な方までとし、卒業年数も 2年目から 20年程度
経った方までとした。面接調査を実施する前には在学i宇
の通知票を資料として集め整理した。発言内容は、自
活動の六つの区分に振り分けて、各事例の通知1票とj明ら
し合わせて考察を行った。
盟結果と考察
1 卒業後の生活に生かしていること、課題となってい
ること
「健康の保持jでは、食事面で「むせないように食べ
ようとすることjが保護者の発言等から卒業後の生活に
生かしていることとして考えられた。排せつ面で ItJI:せ
つの自立ができること」が課題として挙げられた。
「心理的な安定」と「人間関係の形成」は一つにまと
めた。介助を受けても大丈夫という f人を信頼するjと
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いう気持ちが育ち、誰にでも対-応してもらえるようにな
るという態度が育まれたことが卒業後の生活に生かして
いることとして考えられた。
「環境の把握」は、「取り組むべきことが分かつて
fこれならばできるJということを発揮して卒業後の生
活に生かしていると考えられた。
「身体の動きJは、「身体を11]ばして気持ち良いとい
うこと、動きたい、歩きたいJとし 1う気持ちが育ち、そ
の力を発揮することが卒業後の生活に生かしていること
と言える。課題として、関節の拘縮や1l!Jわんの進行予防
ができることが挙げられた。
「コミュニケーションJは、「話しかけられて芦王や表
情で応えること」が卒業後の生活に生かしていることと
える。また、「やりたいこと、やってほしいことを絵
カードや身振りで要求するJという「伝えたい」という
思いが育ち、その力を発揮していることが卒業後の生活
に生かしていることとして考えられた。
2 卒業後の生活からみた自立活動の指導について
(提案事項)
卒業後の生活からみた自立活動の指導における重要な
点について、 11の提案事項として整した。どの項目
も基本的なことではあるが、実際に卒業後の生活を送る
i二j二!で保護者が感じたことの発言と、それに関連する通知
票や文献などの分析から、提案できたことに意義がある
と言える。ここでは、 f身体の動きJと「コミュニケー
ション」に関する提案事項を抜粋して載せる。
「身体の動きjに関する提案事項
0日常の生活動作と「身体の動きjの内容を結びつける
こと。
0補助具を活用すること。
0本人の気持ちを大切にしてかかわること。
01WJ臥位やJj支i玖位、座位など一人一人の状態に応じた姿
勢の保持や姿勢の変換ができること。
「コミュニケーションjに関する提案事項
0児童生徒からのわずかな発信を逃さずに、気づき返し
ていくこと。
。コミュニケーションブックなどの支援ツールを活用す
ること。
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3 研究のまとめ
卒業生自身の気持ちが育ち、その力を発揮しているこ
とが明らかになった。さらに、自立活動の六つの区分の
うち「身体の動きjに関することは、卒業後の生活を送
るよでの基盤となり、とても重要なこととして再確認す
ることができた。また「コミュニケーション」に関する
ことでは、障害の程度が重くても、かかわっている人た
ちとやりとりができる重みを語る保護者の姿から、その
重要性を改めて認識することができた。
